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大阪大学蛋白質研究所「共同利用・共同研究」委員会 

蛋白質立体構造データベース専門部会 

議事要旨 
 

日  時：  平成 30 年 2 月 28 日（水）15 時～16 時 20 分 

場  所：  大阪大学蛋白質研究所 本館 2 階 大会議室 

出 席 者：  栗栖源嗣（大阪大学蛋白質研究所）、藤原敏道（大阪大学蛋白質研究所）、 

井上 豪（大阪大学大学院工学研究科）、神田大輔（九州大学生体防御医学研究所）、 

千田俊哉（高エネルギー加速研究機構物質構造科学研究所）、 

山本雅貴（理化学研究所放射光科学総合研究センター）、 

由良 敬（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科）、 

上村みどり（帝人ファーマ㈱生物医学総合研究所） 

欠 席 者：  中村春木（大阪大学蛋白質研究所） 

 

 議事に先立ち、栗栖部会長から（資料-0）に基づき、前回議事要旨の確認依頼の後、（資料-1）に基づ

き、本部会の位置づけ及び所掌等について説明があった。引き続き、（資料-2）に基づき、委員の紹介

があり、今年度で任期満了の委員については、来年度からの２年間も就任をお願いしている旨の説明

があった。 

 

 

【協議・承認事項】 

議事１．蛋白質立体構造データベースの運営状況について 

栗栖部会長から、（資料-3-1）及び（資料-3-2）に基づき、平成 29 年度の蛋白質立体構造デー

タベースの運営状況について報告があった。 

  ○国際組織 wwPDB メンバーとして、PDB アーカイブの構築・データ検証・公開について管理運

営を行ってきたことについて報告があった。 

 ○wwPDB AC 会議（国際蛋白質構造データバンク諮問委員会）について、以下の報告と説明があ

った。 

・今年度米国で開催された会議には、井上委員と由良委員に参加いただいた。なお、次回は、2018

年 11 月 2 日にケンブリッジで開催されるが、2 名参加いただきたい旨の説明があり、調整の結

果、井上委員及び山本委員に参加いただくことになった。 

・本会議への参加者は 3 年を目処に交代することが wwPDB AC で推奨されているため、次回 

以降について、今後は順番を決めておくことも検討したいとの発言があった。 

   ・本会議について、再来年度（2019 年度）は、本学で開催予定である旨の報告があった。 

  ○事業の予算について、非常に基盤的な事業であり公的資金により運営されることが望ましいが、

JST からの補助金総額が減っており、人件費の一部は、共同利用・共同研究拠点費用からも部局

負担分として支出し運営を行っていることが説明された。 

  ○データベースの利用促進、人材育成について、以下の報告と説明があった。 

   ・開催に先立ち、新委員として上村委員が紹介されたが、企業研究者として企業ユーザーから 

の要望を積極的に集めたい旨の説明があった。 

 ・wwPDB Foundation（米国内の NPO 法人）と学術振興会の 169 委員会に栗栖部会長が加わ 

り、2017 年 11 月開催の意見交換会に出席したことが報告された。 
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・PDB 利用者・研究者向け講習会として、2017 年 5 月に All-in-one 講習会、2018 年 2 月 20 

日に PDBj と創薬等先端技術支援基盤プラットフォームとの合同講習会を開催した。 

   ・特筆すべきものとしては、NHK スペシャル「人体」の作成において、PDB データの利用に 

ついて協力し、放送の最後に毎回謝辞を掲載していただいていることが報告された。 

 

議題２．平成 30 年度蛋白質立体構造データベースの運営計画について 

栗栖部会長から、（資料-4）に基づき、平成 30 年度の蛋白質立体構造データベースの運営計画

について説明があった。   

  ○国際組織 wwPDB に EMDB を正式メンバーとして招待し、今後は電子顕微鏡データのデータ 

検証に力をいれていくことが説明された。その際、関連する国際の専門家として難波啓一教授 

（生命機能研究科）と吉川雅英教授（東京大学大学院医学系研究科）に協力を依頼済みである 

ことが報告された｡ 

  ○JST-NBDC のプロジェクトとして他のデータベースとの統合化および高度化が計画されてお 

り、データ検証レポートの RDF 化が進められていることについて説明があった。 

  ○データベースの利用促進・人材育成の予定について、各学会でのランチョンセミナーが計画さ 

れている旨の説明があった。 

  ○議題１で、事業予算のことを説明したが、今後、事業を安定的に継続していくためのご提案を 

   いただきたい旨の発言があり、種々意見交換があった。 

   ・予算確保（1000 万円から 2000 万円程度）のための方策として、維持費分担金の徴収をユー 

ザーに求めてもいいのではないか。 

   ・検索に課金するのは問題ないと思われる。そのためには、ホームページ等で、PDBj の活動 

をもっと紹介し見える化をすすめる必要がある。 

  ○アノテータの人材確保に苦慮しているとの説明があり、適任者をご存知であれば紹介いただき 

たい旨の発言があった。 

 

議題３．その他 

    上村委員からの、本部会においてテレビ会議等の通信手段を用いてはどうかとの意見に対して、

栗栖部会長から本学の東京オフィスを利用してテレビ会議を開催することを検討したいとの発言

があった。 

 

 

 

配布資料： 

（資料-0）平成 28 年度 蛋白質立体構造データベース専門部会(H29.3.15) 議事要旨 

 （資料-1）蛋白質研究所「共同利用・共同研究」委員会 内規 

                     〃           専門部会内規 

 （資料-2）蛋白質立体構造データベース専門部会 委員名簿 

（資料-3-1）蛋白質立体構造データベースの運営状況（PDBj と BINDS の合同講習会 ppt） 

（資料-3-2）同上（wwPDB AC 会議資料） 

（資料-4）平成 30 年度蛋白質構造データベースの運営計画（第 2 年次計画） 


